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農
業
協
同
組
合

農
業
協
同
組
合
の
変
遷

1

産
業
組
合
̃
農
業
会

我
が
国
に
お
け
る
農
業
協
同
組
合
の
前
身
と
み
ら
れ
る
農
業
団
体
は
、
藩
政
時
代

に
組
・
地
区
・
村
等
を
単
位
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
た
無
尽
・
頼
母
子
講
な
ど
が
あ

る
。
天
保
一
四
年
(
一
八
四
三
)

二
宮
尊
徳
が
小
田
原
報
徳
社
を
設
立
し
て
い
る
。
報

徳
社
は
、
頼
母
子
講
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
、
組
合
員
が
出
資
を
し
、
こ
れ
を
基
金

と
し
て
、
お
金
に
困
っ
て
い
る
農
民
に
無
利
息
で
貸
出
し
を
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
よ
り
先
天
保
九
年
(
一
八
三
八
)
大
原
幽
学
は
、
先
祖
株
組
合
(
農
民

に
よ
る
生
産
組
合
)
を
つ
く
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
組
合
員
が
所
有
地
の
一
部
で

困
っ
て
い
る
組
合
員
を
み
ん
な
の
力
で
助
け
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
封
建
社
会
の
末
期
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
近
代
的
協
同

組
合
と
は
区
別
し
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
近
代
的
協
同
組
合
の
発
足
は
、
徳
川
幕
府
が
倒
れ
資
本
主
義
社
会

と
な
っ
た
明
治
以
降
で
あ
る
。
明
治
時
代
に
入
っ
て
我
が
国
で
初
め
て
つ
く
ら
れ
た

協
同
組
合
は
、
生
糸
と
茶
の
販
売
組
合
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
一
部
地
域
で
あ
り
、
全
国
的
に
協
同
組
合
が
つ
く
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
三
三
年
(
一
九
〇
〇
)
産
業
組
合
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
産
業
組
合
設
立
の
た
め
、
特
に
尽
力
し
た
の
は
、
内
務
大
臣
品
川
弥
二
郎

と
法
制
局
長
官
平
田
東
助
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
人
は
、
明
治
の
初
め
既
に
ド
イ
ツ
に

四
二
四

渡
っ
て
信
用
組
合
の
実
際
を
視
察
し
て
い
た
の
で
、
日
本
の
農
村
の
実
情
か
ら
設
立

の
必
要
を
強
く
感
じ
、
明
治
二
四
年
(
一
八
九
一
)
議
会
に
信
用
組
合
法
案
を
出
し
た

が
、
議
会
の
解
散
に
よ
っ
て
成
立
し
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
明
治
三
〇
年
(
一
八
九
七
)
農
商
務
省
の
手
に
よ
り
、
信
用
組
合
法
案
は

産
業
組
合
法
案
と
し
て
議
会
に
出
さ
れ
た
が
成
立
を
み
ず
明
治
一
三
二
年
三
月
六
日

(
一
九
〇
〇
)
よ
う
や
く
制
定
を
み
て
、
組
織
の
法
律
的
基
礎
が
確
立
さ
れ
た
。

し
か
し
、
大
正
九
年
(
一
九
二
〇
)
世
界
恐
慌
は
、
日
本
を
も
ま
き
こ
み
農
民
は
農

産
物
の
暴
落
に
悩
ま
さ
れ
、
産
業
組
合
も
事
業
不
振
で
解
散
す
る
も
の
が
相
次
い
だ
。

そ
こ
で
大
正
一
四
年
(
一
九
二
五
)
か
ら
地
主
・
富
農
中
心
で
あ
っ
た
組
合
か
ら
全
農

民
を
組
合
員
と
し
、
そ
の
利
用
を
伸
ば
す
よ
う
に
努
め
た
。
ま
た
、
こ
の
年
産
業
組

合
中
央
会
か
ら
組
合
員
家
庭
向
け
の
雑
誌
で
あ
る

「
家
の
光
」
が
創
刊
さ
れ
今
日
に

至
っ
て
い
る
。

昭
和
一
二
年
(
一
九
三
七
)
の
日
華
事
変
を
さ
か
い
に
日
本
は
戦
時
段
階
に
入
り
、

産
業
組
合
は
本
来
の
自
主
共
同
の
役
割
を
失
っ
て
、
国
家
の
代
行
機
関
と
し
て
の
性

格
を
強
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

昭
和
一
八
年
(
一
九
四
二
)
に
は
、
産
業
組
合
と
農
会
・
畜
産
組
合
・
養
蚕
業
組

合
・
茶
業
組
合
が
統
合
し
て

「
農
業
会
」
と
な
り
、
農
民
は
強
制
加
入
さ
せ
ら
れ
た
。

会
長
は
知
事
の
任
命
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
農
業
会
は
完
全
に
国
家
統

制
の
代
行
機
関
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

2

農
業
会
̃
農
業
協
同
組
合

昭
和
二
一
年
(
一
九
四
六
)
一
二
月
、
日
本
経
済
の
復
興
を
促
進
す
る
た
め
、
経
済

復
興
会
議
が
結
成
さ
れ
、
目
的
は
、
経
済
復
興
運
動
と
連
携
し
て
農
業
危
機
を
打
開

し
、
民
主
農
民
の
建
設
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
基
本
方
針
の
一
つ
に
農



業
協
同
組
合
組
織
の
確
立
が
あ
っ
た
。

昭
和
二
二
年
(
一
九
四
七
)
の
第
一
回
国
会
に
お
い
て
農
業
協
同
組
合
法
が
可
決
成

立
し
、
法
律
第
三
三
号
と
し
て
同
年
二
月
一
九
日
公
布
、
一
二
月
一
五
日
よ
り

施
行
さ
れ
、
農
業
団
体
法
は
廃
止
さ
れ
、
農
業
会
は
解
体
し
た
。
翌
二
三
年
八
月
一

五
日
新
し
く
農
民
の
農
民
に
よ
る
農
民
の
た
め
の
自
主
的
機
構
を
目
標
と
し
た
民
主

的
農
民
組
織
と
し
て
の
農
業
協
同
組
合
が
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

3

久
万
町
に
お
け
る
農
業
協
同
組
合
の
発
生
と
そ
の
発
展

久
万
町
に
.
お
け
る
産
業
組
合
の
発
生
は
、
明
治
四
二
年
(
一
八
九
九
)
明
神
信
用
組

合
が
設
立
さ
れ
た
の
が
最
も
古
く
、
そ
の
後
、
町
村
単
位
に
設
立
さ
れ
数
回
改
組
さ

れ
な
が
ら
、
農
業
会
と
な
り
、
昭
和
二
三
年
八
月
一
五
日
、
五
つ
の
農
協
が
設
立
さ

れ
現
在
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
(
な
お
、
歴
代
役
員
に
つ
い
て
は
、
久
万
町
一
〇
年
誌
に

掲
載
し
て
お
り
こ
の
項
で
は
省
略
)

二

農
協
合
併

1

久
万
町
内
五
農
協
の
合
併
(
第
一
次
合
併
)

昭
和
三
六
年
三
月
(
一
九
六
一
)
農
業
協
同
組
合
合
併
助
成
法
が
公
布
さ
れ
久
万
町

に
お
い
て
も
町
内
五
農
協
(
明
神
・
久
万
町
・
父
二
峰
・
畑
野
川
・
直
瀬
)
で
合
併
推
進

委
員
会
を
設
置
し
て
、
検
討
を
重
ね
昭
和
四
〇
年
一
月
八
日
(
一
九
六
五
)
合
併
予
備

調
印
の
運
び
と
な
っ
た
。

昭
和
四
〇
年
三
月
三
一
日
、
合
併
が
認
可
さ
れ
、
翌
四
月
一
日
よ
り
新
久
万
町
農

業
協
同
組
合
と
し
て
発
足
し
た
。
事
務
所
を
久
万
町
曙
町
(
旧
県
農
協
連
上
浮
穴
支
所
)

に
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
旧
組
合
本
所
を
支
所
、
旧
支
所
を
出
張
所
と
し
て
、
本
所
に
三

部
・
四
課
を
置
い
て
出
発
し
た
。
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農
業
協
同
組
合

組
合
長
理
事

田
中

執

土
居

寛

専
務
理
事

土
居

寛

白
石
研
太
郎

西
森

勧

昭
和
四
〇
年
̃
昭
和
四
四
年

昭
和
四
四
年
̃
昭
和
四
八
年

昭
和
四
〇
年
̃
昭
和
四
四
年

昭
和
四
四
年
̃
昭
和
四
七
年

昭
和
四
七
年
̃
昭
和
四
八
年

常
務
理
事

白
石
研
太
郎

昭
和
四
〇
年
̃
昭
和
四
四
年

以
降
昭
和
四
八
年
六
月
末
ま
で
、
第
一
次
・
第
二
次
農
業
構
造
改
善
事
業
、
養
蚕

の
振
興
、
葉
た
ば
こ
の
増
産
、
直
瀬
和
牛
繁
殖
育
成
セ
ン
タ
ー
の
経
営
、
米
の
生
産

調
整
に
伴
う
転
作
作
物
の
開
発
(
夏
秋
ト
マ
ト
)
等
、
町
行
政
と
一
体
に
な
っ
て
地
域

農
業
振
興
に
取
り
組
ん
だ
。

2

上
浮
穴
郡
内
の
合
併
(
第
二
次
合
併
)

農
業
・
農
村
を
め
ぐ
る
急
速
な
環
境
変
化
に
伴
い
、
組
合
員
の
農
協
に
対
す
る
要

求
は
多
様
化
し
、
な
か
で
も
経
済
的
要
求
が
強
く
な
っ
た
。
こ
れ
ら
に
こ
た
え
る
た

め
、
組
合
員
の
所
得
増
大
と
、
利
益
擁
護
を
め
ざ
し
、
昭
和
四
五
年
二
月
(
一
九
七

〇
)
県
内
二
一
農
協
構
想
に
の
っ
と
り
、
上
浮
穴
郡
内
一
農
協
を
目
途
に
合
併
研
究

会
を
発
足
、
検
討
が
行
わ
れ
た
。

し
か
し
、
昭
和
四
七
年
(
一
九
七
二
)
地
理
的
条
件
等
を
理
由
に
小
田
町
が
脱
落
、

残
る
四
農
協
に
よ
っ
て
合
併
促
進
協
議
会
を
結
成
し
た
。
そ
の
後
、
地
域
毎
に
組
合

員
の
決
議
を
行
い
昭
和
四
八
年
七
月
一
日
(
一
九
七
三
)
久
万
農
業
協
同
組
合
と
し
て

発
足
し
た
。
組
合
の
機
構
は
、
三
部
(
総
務
・
金
融
・
業
務
)
八
課
・
九
支
所
六
出
張

所
で
出
発
し
た
。

組
合
長
理
事

土
居

寛

坂
本

素
行

昭
和
四
八
年
̃
昭
和
五
〇
年

昭
和
五
〇
年
̃
昭
和
五
一
年

四
二
五
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産
業
経
済

専
務
理
事

常
務
理
事

西
森

勧

西
森

勧

伊
藤

忠
興

舘
野

義
行

重
見
庄
三
郎

高
木

秀
雄

日
野

直
親

昭
和
五
二
年
̃
現
在

昭
和
四
八
年
̃
昭
和
五
一
年

昭
和
五
二
年
̃
昭
和
五
七
年

昭
和
五
八
年
̃
現
在

昭
和
四
八
年
̃
昭
和
四
九
年

昭
和
四
八
年
̃
昭
和
五
一
年

昭
和
五
二
年
̃
昭
和
五
七
年

四
二
六

の
充
実
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
野
菜
集
荷
場
、
ト
マ
ト
選
果
場
、
冷
蔵
施
設

の
設
置
等
、
高
原
野
菜
の
産
地
化
へ
向
け
町
村
、
行
政
が
一
体
と
な
り
地
域
の
農
協

と
し
て
の
基
盤
確
立
に
努
め
て
い
る
。

三

組
合
の
概
況

久
万
農
協
運
営
機
構

(
昭
和
六
三
年
度
)

合
併
時
の
本
所
は
、

旧
久
万
町
農
協
本
所
に
置
き
、
そ
の
後
昭
和
四
九
年
五
月

(
一
九
七
四
)
よ
り
現
在
の
場
所
に
移
転
し
た
。
広
域
合
併
後
一
五
年
を
経
過
し
た
が

経
済
の
進
歩
は
め
ざ
ま
し
く
、
金
融
事
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
電
算
機
の
導
入
に
よ

る
事
務
の
迅
速
、
効
率
化
を
は
か
る
な
ど
、
経
営
改
善
に
努
め
る
と
共
に
育
苗
施
設ライスセンター



2

主
な
施
設
の
設
置
状
況

3

合
併
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伸
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状
況
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